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幼保連携型認定こども園 

学校法人福寿学園 にじいろこどもえん 重要事項説明書 

１ 事業者 

事業者の名称 学校法人 福寿学園 

代表者の氏名 理 事 長 竹腰 正見 

法人の所在地 愛知県あま市七宝町安松 8 丁目 92 番地 

法人電話番号 052-444-4850 

２ 施設の概要 

３ 事業の目的 

事業の目的 

「就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関す

る法律」に基づき、小学校就学前の子どもに対し義務教育及びその後の

教育の基礎を培うものとしての教育並びに保育を必要とする子どもに

対する保育を一体的に行い、これらの子どもの健やかな成長が図られる

よう適度な環境を与え、その心身の発達を助長するとともに、保護者に

対して子育ての支援を行うことを目的とします。 

運営方針 

１ 「学校法人福寿学園」の理念に基づき、就学前の教育・保育を発達段

階に応じて実施します。 

 ⑴  遊びを通して総合的に学ぶ環境の中で、子どもたち一人ひとりが

乳幼児期にふさわしい生活を送り、人格形成の基礎を培います。 

 ⑵  同年齢や異年齢の子ども等、多様な人との関わりを通じて、他者

と関わる楽しさやお互いを尊重し合う大切さを知り、豊かな心や社

会的態度の基礎を培います。 

２ 子どもたちの健やかな育ちを実現することを目的として、地域の育て

家庭を対象にした子育ての支援を実施します。 

 ⑴  かけがえのない子どもの姿をありのままに受け止め、子ども一人

ひとりの発達に即した関わりの大切さを保護者と共に考えながら、

子育ての喜びが実感できる支援を行います。 

 

 

敷地面積 1772.0 ㎡ 

建  物 
鉄筋コンクリート造 2 階建 

延床面積 680.13 ㎡（内 15.6 ㎡は乳児等通園支援事業） 

施設の内容 

・保育室（2-5 歳児室） ・乳児室 ・ランチルーム 

・多目的広場 ・調理室 ・屋外運動場 ・沐浴室  

・調乳室 ・屋外プール ・乳児等通園支援室 

設備の内容 全館冷暖房、乳児室床暖房 
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４ 園の概要 

 ⑴ 幼保連携型認定こども園 

名  称 にじいろこどもえん 

所在地 愛知県名古屋市西区笠取町 4 丁目６０番 

電話番号 
TEL : 052-908-7716 

Ｆａｘ : 052-908-7718 

法人設立年月日 昭和 60 年 4 月 9 日 

事業認可年月日 平成 31 年 4 月 1 日 

園 長 名 加藤 久喜 

職 員 数 

園長 1 名（常勤）、副園長 1 名（常勤）、主幹保育教諭 1 名

（常勤）、保育教諭 25 名（常勤 9 名・非常勤 17 名）、看護

師 2 名（非常勤）、事務１名（常勤）、栄養士 1 名（非常勤）、

調理員 2 名（委託） 

ただし、保育教諭等の人数については、在籍園児数により

変動することがあります。 

 ⑵ 利用定員 

年 齢 0 歳児 1 歳児 2 歳児 3 歳児 4 歳児 5 歳児 合計 

1 号こども    １人 １人 １人 3 人 

2 号こども    10 人 10 人 10 人 30 人 

3 号こども 10 人 10 人 10 人    30 人 

計 10 人 10 人 10 人 11 人 11 人 11 人 63 人 

※利用定員は、年度によって変更になる可能性があります。 

 ⑶ その他 

扱う保育事業

の種類 
延長保育、預かり保育、乳児等通園支援事業 

職員への研修

実施状況 
保育の質を高めるために正規職員に対して実施 

自己評価の 

概要 

職員による教育内容などの事後評価を各学期末に行います。 

また、年間評価を年１回実施し、教育に関する能力の向上に努めてい

ます。 

人権擁護、虐

待防止のため

の体制 

人権の擁護及び虐待の防止を図るため、責任者の設置、その他必要

な体制を整備するとともに、人権に関する啓発のための職員に対す

る研修の実施、その他園児の人権の擁護、虐待の防止等のために必

要な措置を取っています。園内で不適切な言動や虐待が疑われる場

合は、速やかに園長に報告し、必要に応じて関係機関へ通告等を行い

ます。保護者に対しても虐待防止や子どもに関する啓発を行い、安心

して子育てできるよう支援します。 
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申込が定員を

上回る場合の

選考方法 

2・3 号子ども ： 保育の必要性の高い順 

１号子ども   ： 抽選 

嘱託医 小児科医：森美智子、歯科医：太田由佳、学校薬剤師：長谷川摂子 

 

５ 教育・保育の提供を行う日（学期を含む）及び時間、提供を行わない日 

◎ 2・3 号子どもについて 

 2・3 号子ども 

教育・保育の

提供を行う日 

月曜日～土曜日 

※土曜日の利用を希望される方は、前月の 15 日までに土曜保育利用

申込書を提出して下さい。就労により利用される場合は、雇用証明書

欄に記入、その他、自己都合により利用される場合は、証明できるもの

を合わせて提出してください。 

教育・保育を

行う時間 

〈主活動〉  8：00 ～ 16：00（短時間認定） 

          7：15 ～ 18：15（標準時間認定） 

〈延長保育〉7：15 ～  8：00  /  16：00 ～ 19：15（短時間認定） 

         18：15 ～ 19：15（標準時間認定） 

教育・保育の

提供を行わな

い日 

日曜日、国民の祝日等  12 月 29 日 ～ 1 月 3 日 

天候や感染症の流行により休園する場合があります。 

※ 開所時間内に必ずお迎えをお願いします。 

 ⑴ 保育標準時間認定を受けた園児の場合 

【教育時間 １０時～１４時】 

【保育時間  ７時１５分から１８時１５分までの範囲内で、保育を必要とする時間】 

実際に保育の提供を行う時間帯は、各世帯の保護者の就労時間、その他の保育を必要

とする時間を勘案し、当園と協議のうえ個別に決定します。ただし、入園当初、お子さんが

無理なく新しい環境に慣れ、スムーズに園生活が始められるよう、一定期間、保育時間を

短縮する「ならし保育」がありますのでご協力をお願い致します。 

● 上記以外の時間帯において、就労時間・通勤時間等やむを得ない理由により保育が必

要な場合は、１８時１５分～１９時１５分までの範囲内で延長保育を提供します。 

（延長保育の利用にあたっては、通常の保育料の他に、別途延長保育料及び書面での

申込みが必要になります。） 

 ⑵ 保育短時間認定を受けた園児の場合 

【教育時間 １０時～１４時】 

【保育時間  ８時から１６時までの範囲内で、保育を必要とする時間】 

実際に保育の提供を行う時間帯は、各世帯の保護者の就労時間、その他の保育を必要

とする時間を勘案し、当園との協議のうえ個別に決定します。 
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8:00 16:00 17:30 19:15 

  

保育料に含まれる 1回：500円 1回：500円 

   ただし、入園当初、お子さんが無理なくスムーズに園生活が始められるよう、一定期間、保

育時間を短縮する「ならし保育」がありますので、ご協力をお願い致します。 

● ⑴、⑵以外の時間帯において、就労時間・通勤時間等やむを得ない理由により保育が必

要な場合は、７時１５分～８時００分、１６時～１９時１５分までの範囲内で、延長保育を提供

します。（延長保育の利用にあたっては、通常の保育料の他に別途延長保育料及び書面で

の申込みが必要になります。） 

 

◎ １号子どもについて 

 １号子ども 

教育・保育 

提供を行う日 
月曜日  ～  金曜日 

教育・保育時間 
【教育時間】10：00～14：00 

【保育時間】 8：00～16：00 

【延長保育時間】16：00～17：30 

17：30～19：15 

教育・保育 
提供を行わな

い日 

土・日曜日、国民の祝日等、12 月 29 日～1 月 3 日 

園が指定する休日（夏・冬・春休みなど） 

天候や感染症の流行により休園する場合があります。 

※ 開所時間内に必ずお迎えをお願いします。 

【教育時間１０時～１４時】 

【保育時間 ８時～１６時】 

● 開所時間７時１５分～８時は、ご利用できません。 

● 入園当初、お子さんが無理なくスムーズに園生活が始められるよう、一定期間、保育時

間を短縮する「ならし保育」がありますので、ご協力をお願い致します。 

● 夏季希望保育（１０日間程度）、冬季・春季希望保育（５日間程度）は、別途料金にてご利

用いただけます。 

● 延長保育にあたっては、別途延長保育料が必要になります。 

 延長保育時間【１６時～１７時３０分：500 円/回 １７時３０分～１９時１５分：500 円/回】 

 

 

 

 

◆ １号子どもの募集方法について 

  １号認定子どもの募集や募集時期については、名古屋市内の市立・私立幼稚園の募集

方法等に準じて行います。 

【流れ】 

① 入園願書・入園に関する要項等の配布   （ ９月頃～） 

② 入園申し込みの受付開始            （１０月頃～） 

③ １号の教育保育給付認定申請           （内定後随時） 

④ 重要事項説明書と同意書の徴収・利用契約（３月頃 入園説明会実施） 



 

 

 

 

5 

 

６ 料金について 

 ⑴ 特別負担額・便宜に要する費用等について 

 ● 特別負担額（教育保育の質の向上のための実費） 

 １号こども 2 号こども 3 号こども 

保 育 料 無  償 無  償 
名古屋市が所得に応じた 

利用者負担を決定 

施設維持費 
40,000 円 40,000 円 40,000 円 

園の整備及び管理に使用（入園時のみ） 

教育充実費 
（コドモン使用

料及び教育充

実費の振替手

数料） 

3,500 円/月 3,500 円/月 
3,500円/月(２歳児クラス) 

1,000 円/月 
(０・１歳児クラス) 

外部講師による指導に使用 

100 円/月 

（消費税を含む） 

100 円/月 

（消費税を含む） 

100 円/月 

（消費税を含む） 

 

 ● 便宜に要する費用（教育・保育を受けるための実費） 

 １号こども 2 号こども 3 号こども 

主食費 3,000 円/月 3,000 円/月 なし 

副食費 

4,500 円/月 4,500 円/月 

なし 
✿年収360万円未満相当世帯又は第３子以降のお子

さまは、副食費が免除となります。  

✿幼児教育・保育の無償化に伴い、保育料の一部とし

て徴収していた副食費は、実費徴収となります。 

保健衛生費 

500 円/月 

（満３歳のみ） 
なし 500 円/月 

✿3 号こども及び 1 号こども（満３歳）のみ徴収【保健衛生に必要な費用】 
内訳：お昼寝用ベッドシーツ使用料、給食おやつ時おしぼり代、洗濯・除菌代など 

行事費 行事の際に別途負担がかかります。 

その他 
※年度により 

 金額が変動 

します 

✿制服・体操服・スモック一式 

（夏冬用・かばん等含む）  約 60,000 円～（１セット） 

✿新学用品（年度初め） 年少 約 18,000 ～ 円 

              年中 約  9,000 ～ 円 

                年長 約  5,000 ～ 円 

✿新学用品（年度初め） 

0・１歳児 約 1,300 円 ～ 

２歳児   約 4,000 円 ～ 

※１号子ども 

【満３歳は２歳児クラス同様】 

返 還 

にじいろこどもえんに対し、納付した上記の保護者負担料はいかなる理由

があっても返還致しません。 

ただし、特別な事由がある場合はこの限りではありません。 

契約の解除 
利用者が再三にわたり、徴収に努めても支払いに応じない場合は、名古屋

市との協議のうえ、利用契約の解除となる場合があります。 
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 ⑵ 延長保育料 ２・３号子ども 

 費 用 延長時間 区 分 

標準時間 

延長保育 

飲食物費 

1 時間 
提供した飲食物費の実費相当額と月額 1,000

円を比較して少ない方の額 

その他 提供した飲食物費の実費相当額 

事業の 

運営費 

１時間 

生活保護世帯及び当該年度分（4 月～8 月ま

でにあっては前年度分）市長村民税が非課税

の世帯に属する子ども         日額 0 円 

当該年度分（4 月～8 月までにあっては前年度

分）市町村民税が均等割のみ若しくは所得割額

40,800 円未満の世帯に属する子ども 

                     日額 100 円 

当該年度分（4 月～8 月までにあっては前年度

分）市町村民税が所得割額 40,800 円以上の

世帯に属する子ども        日額 200 円 

その他 1 時間の額を参考として保育所長が定める額 

短 時 間

延長保育 

事業の 

運営費 

1 時間 

～ 

3 時間 

生活保護世帯及び当該年度分（4 月～8 月ま

でにあっては前年度分）市町村民税が非課税

の世帯に属する子ども         日額 0 円 

当該年度分（4 月～8 月までにあっては前年度

分）市町村民税が均等割のみ若しくは所得割額

40,800 円未満の世帯に属する子ども 

                     日額 100 円 

当該年度分（4 月～8 月までにあっては前年度

分）市町村民税が所得割額 40,800 円以上の

世帯に属する子ども        日額 200 円 

※ 閉園時間を過ぎての保育はできません。（天災その他の不可抗力を除く） 

 利用時間の判定は、保育システム『コドモン』（保護者アプリ）で行います。 
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 ⑶ 延長保育料 １号子ども 

利用状況 
延長保育料 

16：00 ～ 17：30 

延長保育料 

17：30 ～ 19：15 

都度利用 

(1 日毎) 
500 円 500 円 

※ 新２号認定の預かり保育は無償化の対象（450 円/日 上限 11,300 円/月） 

７ 給食について 

実施方法 

自園調理（昼食、おやつ） 

※派遣会社の栄養士・調理師が、園調理室を使用して調理を

行います。 

給食の方針 

本園の給食は、園内調理室で手作りする安全・安心の完全給

食です。主食は米飯を主とし、おかずには、季節感が感じられ

る旬の食材を使用します。 

外国の食文化にも触れるため外国メニューも提供します。 

毎月、月末に翌月の献立表を配布します。 

アレルギーへの対応 

アレルギーが疑われる場合は、医師の診断書の提供が必要で

す。個別に相談のうえ、診断書または給食委員会の決定に基

づき本園で除去可能なものは除去食・代替食で対応します。 

※アナフィラキシー疾患者に対しての給食提供は行いません

ので、お弁当を持参してください。 

 

８ 健康診断について 

 ⑴ 内科検診 

乳  児 
毎年２回、園医による健康診断を行います。診断の結果、異常

の可能性がある場合は個別に連絡致します。 

幼  児 
毎年２回、園医による健康診断を行います。診断の結果、異常

の可能性がある場合は個別に連絡致します。 

 ⑵ 身体計測 

乳  児 
毎月１回、身体測定を行います。診断結果については、コドモ

ンに記入して通知します。 

幼  児 
毎月１回、身体測定を行います。診断結果については、コドモ

ンに記入して通知します。 

 ⑶ その他 

  ● 歯科検診は、全園児（年２回）実施します。 

また、診断結果については、コドモンにてお知らせします。 

  ● 入園前に必ず健康診断を済ませ、入園時に書面を提出して下さい。 
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９ 提供する保育の内容 

 ⑴ デイリープログラム 

平 日 土曜日 

時 間 活 動 時 間 活 動 

7：15 

8：00 

 

9：00 

9：30 

10：00 

 

11：00 

12：00 

14：30 

15：00 

15：30 

16：00 

～  

19：15 

早朝保育 

登園 

遊び・排泄 

朝の会 

おやつ（0～2 歳児） 

あそび 

本日のカリキュラム 

昼食 

午睡（０～２歳児） 

目覚め・おやつ 

あそび 

降園 

延長保育 

7：15 

8：00 

 

9：00 

9：30 

10：00 

 

11：00 

12：00 

14：30 

15：00 

15：30 

16：00 

～ 

19：15 

早朝保育 

登園 

遊び・排泄 

朝の会 

おやつ（0～2 歳児） 

あそび 

 

昼食 

午睡（0～2 歳児） 

目覚め・おやつ 

あそび 

降園 

延長保育 

 

 ⑵ 年間予定表 

月 行事内容 

4 月 入園式、始業式 

5 月 遠足 

6 月 歯科検診、健康診断、個人懇談 

7 月 プール開き、七夕参観、キャンプ（年長のみ）夏祭り 

8 月 ●夏季希望保育期間【７月中旬・８月中旬】 

9 月 運動会 

10 月 遠足 

11 月 歯科検診、健康診断、お遊戯会 

12 月 クリスマス会、もちつき大会 

1 月 観劇会、なわとび大会 ●冬季希望保育期間【12 月下旬～1 月初旬】 

2 月 保育参観、お別れ遠足 

3 月 
ひな祭り、卒園式 

●春季希望保育期間【3 月中旬～4 月初旬（入園式前日）】 

※ 年度によって変更することがあります。詳細は、新年度にお知らせします。 

※ お誕生日会、身体測定、避難訓練を毎月実施します。 
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10 緊急時の対応等 

園児に病状急変等の緊急事態が発生した場合には、保護者の方が予め指定した連絡

先へ速やかに連絡します。 

緊急連絡先は、入園の際に提出する「健康管理票」で届け出ます。 

11 虐待防止 

 

 

12 防犯、事故防止のための措置 

 

 

13 非常災害時の対応 

非常事態の対応 消防計画書及び「緊急・災害時の対応」により対応します。 

防火管理者 伊佐治 敬香 

防災設備 

自動火災警報機  有 

誘導灯        有 

非常警報装置    有 

その他    

防火カーテン、建具等の防火処理  有 

避難・消火訓練 避難及び消火の訓練は、毎月 1 回実施します。 

非常災害用備蓄 備蓄水・非常食 3 食分 

14 非常災害対策 

・暴風警報/暴風雪警報 

・レベル４（大雨・河川

氾濫「庄内川・矢田川

等」・土砂災害・高潮）

危険警報 

・レベル５（大雨・河川

氾濫・土砂災害・高潮）

特別警報 

・暴風・波浪・大雪・暴

風雪特別警報 

・午前 6 時に警報が発令されており、継続が予想される場

合は、危険ですから登園を見合わせて下さい。 

・登園後に警報が発令された場合は、状況に応じて出来る

だけ早くに迎えに来て下さい。 

・警報発令され地域的に危険があると予測される場合は、

登園を見合わせて下さい。 

・保育時間内に警報が解除された場合は、施設の安全状態

を確認のうえ、保育を行います。なお、解除後の保育の再

開については、こどもえん内の安全確認に要する時間を考

慮し、2 時間以内を目安に保護者へお知らせして保育を行

います。 

・避難指示 

（警戒レベル４） 

・高齢者等避難 

（レベル３） 

・防災気象情報のレベ

ル５特別警報、レベル

４危険警報（南海トラフ

地震臨時情報、震度５強

以上の場合を含む） 

・情報の内容により、休園となる場合があります。 

お子様の人権の擁護および虐待の防止を図るため、虐待防止研修を年１回実施して

います。 

防犯訓練を実施します。事故防止マニュアルによる措置をとっています。 
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15 保育内容に関する相談・苦情 

利用相談窓口 

・窓 口 相 談 者  加藤 久喜  Tel 052-908-7716 

・苦情解決責任者  竹腰 正見 

・第 三 者 委 員  弁護士  吉川 徹   

マイルストーン法律事務所  

Tel 052-961-5678 

・利 用 時 間  9：00 ～ 17：00 ※土日祝を除く 

16 園児に対する保険 

保険種類 独立行政法人日本スポーツ振興センターの災害共済給付制度 

保険の内容 

・国・学校等（認定こども園を含む）の設置者・保護者の第三者に

よる互助共済制度です。 

・園の管理下での負傷により受診した際、一定額以上療養費を

支払った場合は、日本スポーツ振興センターから医療費給付が

受けられます。また、加入の手続きは園で一括して行います。 

・受診時は保護者の医療保険証を使い、立て替え払いをするこ

とになります。 

利用者負担額 なし 

17 利用にあたってのその他の留意事項 

禁止事項・制限事項 

・内服薬、外用薬、目薬等の投薬は原則として行いません。 

※但し、抗けいれん剤については、診断書、園医の判断を仰ぎ

対応します。 

・他の利用者に対する宗教活動や営利活動等、他に迷惑となる

行為はやめて下さい。 

・園児や職員のプライバシー保護のため、園内での写真・動画の

撮影は禁止とさせていただきます。 

※但し、園が認めた行事に限り撮影を許可いたします。 

・撮影した写真・動画を SNS（X・Instagram・YouTube）等 

インターネット上への投稿はご遠慮ください。 

18 子育て支援 

子育て支援教室 

乳児等通園支援事業 

・「地域の人と人が出会う場所」・「子育てが楽しめる場所」 

・「子育て中の保護者の孤独をなくす場所」を目指して、月に１回

子育て支援教室を開催しています。また、入園案内や園見学な

ども行うことで、本園を知ってもらう機会を設けています。 

・乳児等通園支援事業を通して、地域の子育て家庭をより幅広

く支援してまいります。 

 


